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	コーパスに基づく日本語教育語彙リストの開発
	‐汎用性の高い日本語教育基本語彙6000語‐
	東京外国語大学大学院・Showa Boston Institute
	本田ゆかり
	要旨
	1. 　はじめに
	1.1. 　本語彙リストの開発の背景
	1.2. 　「6000語リスト」開発の目的
	本研究では、1.1で述べた「1万語リスト」の問題点を修正し「6000語リスト」を開発する。1万語ではなく6000語を基本語彙としたのには、以下のような理由がある。
	「1万語リスト」の開発過程で、コーパスの語彙頻度と分布には上位6～7000周辺に統計的な閾値が示された。それ以降の語彙項目のランクはコーパスサンプリングによって変動する可能性が高い。これについては松下 (2016) でも言及されているほか、英語教育でも投野 (2012) が明らかにしている。言語教育的な観点からは、この6000語付近の水準が汎用性の高い基本語彙と分野別に重要な専門語彙の峻別を示していると考えられる。そこで、本研究では上位6000語を日本語教育基本語彙として示す。なお、6000以下の...
	また、本語彙リストには漢字圏学習者にとっての漢字語彙の難易度を示す日中同形同義語タグも付与する。さらに、本語彙リストに基づき語彙の汎用性レベルをチェックするWebツールの開発も併せて行う。
	2. 　研究方法
	ここでは、本語彙リストの作成方法について説明する。
	2.1. 　初級日本語教科書出現語彙調査
	日本語教科書に出現する語彙を調査し、「1万語リスト」の順位を調整する。初級日本語教科書出現語彙調査は、本田 (2019) の結果に基づく。本田 (2019) で対象としたのは、以下の5種類の初級総合教科書である (表1) 。
	表1　初級日本語教科書出現語彙調査で対象とした教科書
	『みんなの日本語初級 1、2』 スリーエーネットワーク (2012-2013) 
	1
	『初級日本語 げんき』 坂野永理他 (2020) 
	2
	『できる日本語 初級』 嶋田和子監修 (2011) 
	3
	『まるごと入門 初級 1、初級2』 国際交流基金 (2013-2014) 
	4
	『大学生の日本語ともだち 1、2』　東京外国語大学留学生日本語教育センター (2017) 
	5
	初級学習者にとって、母語話者向けの一般的な日本語の文章を読むことは難しい。そのため、日本語教科書が主な読み物になることが多く、初級学習者にとっては日本語教科書が読解テキストとして中級以上の学習者よりも重要であると考えられる。そこで、ここでは初級日本語教科書の語彙に焦点を当てる。
	2.2. 　「茶まめ」の語の単位と日本語教育語彙リスト
	「1万語リスト」では、コーパスを「茶まめ」で形態素解析し、「語彙素」列を利用して語彙リストを作成したため、リストの語彙項目は短単位である。そのため、日本語教育では複合語として扱われる語彙が、リストでは2項目以上に分割されている場合がある。例えば、「積極的な」は「積極」と「的」に分かれる。
	また、「語彙素」では同音の異表記がまとめられていることがあり、日本語教育では別の語として扱われる項目が1つにまとめられていることがある。例えば、「上がる」と「挙がる」はどちらも「上がる」にまとめられる。
	「1万語リスト」では、このような複合語や異表記に対して特に補足説明はせず、「語彙素」列の表記をそのまま使っていた。しかし、日本語教育での実用性を考え、本語彙リストではこれらの項目を追記する。
	2.3. 日中同型語
	漢字圏学習者にとって、形も意味も同じである日中同型同義語は学習しやすい。語彙リストの日中同型語にタグが付いていれば、日本語の学習や教育における利用に役立つ情報になる。
	日中同型同義語には、形も意味も完全一致するものから、形は同じでも意味は部分的にしか一致しないものもある。部分一致の中でも一致の範囲に違いがあり、類推しやすいものも、しにくいものもある。部分一致項目は誤用が出やすく、同型異議語と比べてどちらが習得しやすいかは一概には言えない。また、日中同型語ではないが、漢字の知識があれば意味を類推しやすい日本語の漢字語彙もある (表2) 。
	表2 日中同型語の類推しやすさと同型語でなくても類推できる漢字語彙
	中国語 ： 「意味の和訳」
	類推しやすさ
	意味の一致
	種別
	結婚 ： 「結婚」
	類推しやすい
	完全一致
	同型同義
	正直 ： 「まじめ」
	類推しやすい～類推しにくい
	部分一致
	同型同義
	同伴 ： 「仲間」
	類推しにくい 
	不一致
	同型異義
	医院 ： 「病院」
	類推しやすい
	該当なし
	日中同型同義語の分類については、松下達彦・陳夢夏・王雪竹・陳林柯 (2017) 「日中対照漢字語データベース」(Version 2.00) に詳しい。本研究ではこのデータを参照し、中国語を母語とする日本語教育専門家の協力を得て日中同型語タグを付与する。
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